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 論文内容の要鷺
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 第i章はじめに

社会の高齢化の
として高齢者が

 題となっている。

高齢者のための
システムや交通

者対策を念頭に
心理学的知見を

 した信号運用手法に関する検討を行った。

第露章薦骨交差
 る醗究

第2章では,信号
高齢者の横断時

表示時間につい

無視横断を助長
(艶騒)の後半で

方がよい」とい
るにも関わらず

 獅舗と高齢者の安全な横断
そこで,以下に示す項鷺について調査データに

 (且)横断開始タイミングと横断速度の関係
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(2)横断歩道端に到着した時にすでに囲だ

 (3〉横断途中で信号が鯉に変化した
 (4〉脚の法規上の意味についての歩行者の認識

 (5)囲表示時間の長さと横断行動

 主な結果は次の通りである。

・長い横瀬歩
 わらず歩行者赤(瀞蔑)に

・横断歩道端
断を実行した
臨実行者率は

 慮すれば高いと言える値であった。

・横断途中で信
者の平均横断

むしろ低くなった。この傾向はどちらの年齢

・鯉の法規定

 の時に横噺を開始しても交通ルール

・即時の横瀬実
長い鯉表示時

はかなり低か
者が横断を開始

 なると横断の開始が大きく掬網された。

これらの結果

解されていな

になった。以上

 う観点から聾の表示時間のあり方

・短い囲表示時
 者の横断行動特性と調和しないと考えられる。

・長い聾表示時

後半で横断を開

とが期待でき
 にとってわかりやすく安心して横

以上のように,
 った。

第3章信号交差点右折時の認知構報鯉理特性に離

第3章では,信号
点から高齢者の

 信号運用手法を実験的に検討した。

実験iでは,右折

検討した。実験
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注視特性はアイ

被験者数は若齢

果,信号交差点右

向車以外の対象

件でこの傾向が

多数回繰り返し

と合わせて解釈

に獲得する情報量

対向車に対し短

れる。短い注視

車の動きを認知す

ことが考えられ

必要な質・量の

に封ずる注視時

らしてしまうこ

処理量が不十分

験!の結果から,

 意の偏り'が指摘できる。

そのような高齢

折専用現示)の運

車聞のギャップ

きるタイミング

折矢表示の有無

析対象被験者数

その結果,右折矢

以外の対象への澄

注視持続時間は右

の年齢層でも同

対する注視持続

車以外の対象に

認知の負荷が減

る効果があるの

性と調和する安

分離による安全

知機能上の必要性

 った。

以上の実験玉及

明らかでなかった

課題成績との関

して障害物をか
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～4墨歳)9名,
意に多かった
とんど差はな
移動は少なか
率相関係数を
動回数が少な
の溢視で情報
り返さなけれ

された。これは,実験1の結果の考察を裏付け

 第4章おわ参に

長い囲の場合
対向車への注視

となど,認知・

った。したが

保する対策によ
行動特性を考慮

 することが提案された。

歩行者や運転者

を高めるとい
認知・行動特性

歩行者や運転者

交通安全教育の
 ことが望ましい。

量
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 論文審査結果の要旨

近年、社会の高

ては、高齢者の

くなる傾向がみ

交通安全対策が

を行動学的・認知心理学的に解析したもので、全

第i章は、序論で

での研究をレビューするとともに、本研究の目的を

第2章は、高齢歩
の遅い高齢者で

以前から指摘さ

有無にどの様に

ることにより無

性を減らすことができるとする交通政策上

第3章は、信号機
シミュレーター実

一般に情報処理

注視時間を解析

視時間がむしろ

いえる。さらに

向車)に偏りが

断歩道上の歩行

右折矢印を提示

 な対策になりうると提言している。

 第4章は、第2章と第3章で

以上要するに、

 な意義の高い研究であり

よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文
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